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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成⾧手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
山田 啓吾

人の和
「民間製造工場とインフラの維持を行い、より良い生活環境を構築する」を合言葉に仕事の価値を高めていきたい
と思います。人がいなくてはできない仕事、日々作業環境が変化する危険な仕事なのに社員の待遇が伴っていない
と思います。待遇改善の限界に挑戦し続けることで優秀な人があつまり、我々の仕事の価値を確固たるものにして
いきたいと思います。

2035年の売上高100億円達成に向け、M&Aによる整備部門及び新規
事業(機材リース)を新たな軸として年率14％程度の成⾧を目指す

本社及び主力事業

〇本社所在地:岡山県倉敷市連島1-15-10
〇事業概要:橋梁製品運搬/上部工工事・重量
物撤去/据付工事・移動式クレーンリース

〇常時使用する従業員:154名
（2026年8月時点）

〇現在の売上高:30億円
（ 2026年4月期）

〇法人番号:1260001015078
〇Web:https://yamada-g.co.jp/

株式会社ヤマダ（総合工事業）

経営者
写真

・既存事業の進捗停滞(能動的な営業が出来ていない)
・人材不足と技術継承
・専門技術力の向上及び市場での認知度
・新たなビジネスモデル(整備事業及び機材リース事業)の
構築及び推進

・エリア特性を考慮した拠点展開により業績拡大を目指す
・事業分析のうえ戦略を再検討し的確な打開策を講じる
・適切な設備投資の実施
・整備部門を内製化しサプライチェーンの強化を図る
・新規事業(機材リース)立ち上げにより業績拡大を図り
既存事業とのシナジー効果を促進する

・ホールディングス化により経営効率化を図る

1.社⾧直轄部門の設置による各プロジェクトの推進力向上
(M&A実施・新規事業の立ち上げ）

2.成⾧戦略に対応できるリーダーの確保及び育成
3.女性・外国人の積極的な採用
4.DX化による業務効率化及び生産性向上
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